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学 位
昭 和 3 4 年 3  打
東 北 大 学 工 学 部 金 属 工 学 科 卒 業
東 北 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 金 属 工 学 専 攻 修 士 課 程 修 了
東 北 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 金 属 工 学 専 攻 博 士 課 程 修 Υ
I t
昭 和 3 7 年 ] 0 月
4 8 年 4  打
4 8 年 4 月
5 4 午 . 4 月
6 1 年 1 0 月
6 2 年 3 月
平 成 元 年 1 0 打
元 年 1 0 月
工 学 博 十 ( 東 北 大 学 )
日 本 金 属 学 会 論 文 賞
口 木 金 属 学 会 功 粧 賞
日 木 鉄 鋼 協 会 西 1 1 1 記 念 賞
日 木 鉄 鋼 協 会 俵 論 文 賞
日 木 鉄 鋼 協 会 山 岡 賞
日 本 金 属 学 会 谷 川 ー ハ リ ス 賞
日 木 鉄 鋼 協 会 野 呂 賞
通 商 産 業 火 臣 表 彰 : 工 業 標 凖 化 功 労 者
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昭 和 3 4 年 4 月
3 6 年 1 2 打
東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所
東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所
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37年6月
45年10月
48年2月
腿年Ⅱ月
平成2年Ⅱ月
4年4月
5年3月
東北大学選鉱製錬研究所助數授
東北大学選鉱製錬研究所教授
文部省在外研究員として金属製錬反応工学に関する研究のため
英国,カナダに出張(昭和49年2月まで)
東北大学選鉱製錬研究所所長(平成2年]0月まで)
東北大掌選鉱製錬研究所教授
東北大学素材工学研究所教授(研究所改組により)
停年退職
学会ならびに社会における活動
D 学術関係
日本鉄鋼協会
・理事2期(昭和54/55年,昭和認/59年)
・東北支部長(昭和63/平成2年)
・鉄鋼工学セミナー委員長(平成元/3年)
・編集委員会欧文誌分科会主査(昭和57/60年)
日本金属学会
・理事3期(昭和60/62年,平成元/2年,平成3/5年)
・会報編集委員長(昭和59/61年)
. Transaction of the Japan lnstitute of MetalS 編集委員長(平成 4 / 5年)
日本学術振興会
・製銑第54委員会委員長(昭和61/平成5年)
製銑第54委員会委員(昭和45年以降)
・製鋼第19委員会委員(昭和46年以降)
.マイクロビームフナリシス第141委員会委員(昭和60年以降)
鉄鋼基礎共同研究会田本鉄鋼協会,日本金属学会,日本学術振興会第19船よび第54委員会の
共同研究組織)
・運営委員(昭和61年以降)
・高炉内反応部会部会長(昭和52/57年)
2) 技術関係
通商産業省工業技術院
.鉱山部会日本工業標凖規格σIS)鉄鉱石物理試験方法専門委員会委員長(昭和47/平成
3年)
.産業技術審議会東北工業技術分科会専門委員(昭和62/平成2年)
IS0国際標凖化機構(本部ジュネープ)
.1SO・TCI02 (鉄鉱石委員会) SC・3 鉄鉱石物理試験専門委員会国際会議議長部召和61/
平成 3年)
日木鉄鋼連盟
.1S0 鉄鉱石委員会国内委員会鉄鉱石物理試験専門委員会委員長(昭和58/田年)
. 鉄 鉱 石 標 凖 化 運 営 委 員 会 委 員 ( 平 成 4 / 6 年 )
3 )
地 域 社 会 関 係
日 本 ス コ ヅ ト ラ ン ド 協 会
・ 理 事 ( 昭 和 5 8 / 平 成 5 年 )
東 北 ス コ ッ ト ラ ン ド 協 会
・ 会 長 ( 平 成 4 年 以 降 )
編集(編著書)・翻訳
I Blast Furnace phenomena and Modeling Y. omori(Editor): committee on
Reaction within Blast Furnace, Joint society on lron and steel Basic
Research, The h'on and stee1 1nst. Japan(1987), Elsevier Applied science
2 銅製錬過程の理論(V.1 ヤボイスキー著,(ロシャ語))第3部
平炉製鋼法
大森康男訳:日本学術振興会(197フ)
著書
1 焼結鉱組織写真船よび識別法
三本木貢治,萬谷志郎,大森康男他13名:日本学術振興会
製銑第54委員会編(1968),日刊工業新聞社
2 鉄鋼工学講座,].鉄鋼製錬の基礎(第4章製錬反応船よび製錬装置
の化学工学)
三本木貢治,大森康男:朝倉書店 a97D
3 金属便覧改訂第3版,第2章金属の製錬
斎藤恒三,大谷正康,矢沢彬,大森康男,白石裕,徳田昌則
他7 名:日本金属学会編 a971),丸善
4 金属製錬反応速度(気固反応)
大森康男,八木順一郎:日本金属学会(]972), PP.41・74
高炉内現象とその解析5
大森康男,八木順一郎,小林三郎他:鉄鍋基礎共同研究会
商炉内反応部会(中間)報告, a979),日本鉄鋼協会
6 講座・現代の金属学,製錬編 1.鉄鋼製錬
大谷正康,徳田昌則,大森康男,高橋愛和.日本金属学会 a979)
7 鉄鋼便覧(第3版) 1.基礎(2.製銑基礎)
大谷正康,大森康男,徳田昌則,八木順一郎:日本鉄鋼協会編(198D,丸善
8 金属便覧改訂4版,2.金属の製錬(4.乾式製錬)
大森康男,阿座上竹四,松嶋知夫. H本金属学会編 Q982),丸善
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29  C h e m i c a l  p r o p e r t i e s  o f  M o l t e n  s l a g s  c h a p t e r  2 .  A c t i v i t y  o f  c o m p o n e n t s  i n
M o l t e n  s l a g s  a n d  F l u x e s
Y .  o m o r i ( c o n t r i b u t o r ) :  e d i t e d  b y  s  .  B a n ・ y a  a n d  M .  H i n o ,
T h e  l r o n  a n d  s t e e 1 1 n s t .  J a p a n  a 9 9 D
文 ( 単 独 執 筆 )
「 製 銑 溶 鉱 炉 基 本 系 鉱 津 成 分 の 活 量 に 関 す る 研 究 」
学 位 論 文 , 昭 和 3 4 年 3 月 工 学 博 士 ( 東 北 大 学 )
審 査 の あ る 共 著 論 文
1 、 1  溶 融 鉱 津 の 構 成 成 分 の 活 量 に 関 す る 研 究 ( 第  1 報 )  c a o ・ s i o ? , c a o ・ s i 0 2
A 1 2 0 3 系 鉱 津 の  S i 0 2 の 活 量 に つ し て
三 本 木 貢 治 , 大 森 康 男 : 日 本 金 属 学 会 誌 , 2 1 , 2 9 6  a 9 5 7 )
E n g l i s h  v e r s i o n  i n  s d .  R e p .  R I T U ,  A 1 1 , 2 "  a 9 5 9 )
1 - 2  C a o ・ s i 0 2 ・ A 1 2 0 3  系 鉱 津 の  A 1 2 0 3  の 活 量
大 森 康 男 , 三 本 木 貢 治 : 日 本 金 属 学 会 誌 , 2 2 , 3 1 6  a 9 5 8 )
E n g l i s h  v e r s i o n  i n  s d .  R e p .  R I T U ,  A 1 1 , 3 3 9  ( 1 9 5 9 )
1 - 3  C a o ・ M g o ・ s i 0 2 ・ A ル  0 . 系 鉱 津 の  S i 0 2  お よ び  A I . 0 3  の 活 量
大 森 康 男 , 三 本 木 貢 治 . 日 本 金 属 学 会 誌 , 2 5 , 1 3 6  ( 1 9 6 D
E n g l i s h  v e r s i o n  i n  s c i .  R e p .  R I T U ,  A 1 3 , 1 7 4  a 9 6 D
1 - 4  C a o ・ s i 0 2 ・ A 1 2 0 3  系 鉱 津 の  C a 0  活 量
大 森 康 男 , 三 本 木 貢 治 . 日 本 金 属 学 会 誌 , 2 5 , 1 3 9  a 9 6 D
E n g l i s h  v e T s i o n  i n  s d .  R e p .  R I T U ,  A 1 3 , 2 3 8  ( 1 9 6 D
1 - 5  X 線 マ イ ク ロ ア ナ ラ イ ザ ー に よ る 鋼 中 非 金 属 介 在 物 の 同 定
三 本 木 貢 治 , 大 森 康 男 , 沢 井 巌 . 鉄 と 銅 , 5 0 , 1 8 7 フ ( 1 9 6 4 )
1 - 6  C a o 、 F e . 0 3 二 元 系 カ ル シ ウ ム フ ェ ラ イ ト の 性 質 に 関 す る 研 究
三 本 木 貢 治 , 大 森 康 男 , 戸 板 公 志 , 浅 田 実 . 鉄 と 鋼 , 5 0 , 1 5 7 4  a 9 6 4 )
E n g l i s h  v e r s i o n  i n  p a r t  o f  T r a n s . 1 r o n  &  s t e e 1 1 n s t .  J a p a n , 8 , 2 4 5  ( 1 9 6 8 )
1 - 7  起 電 力 法 に よ る 鉄 一 炭 素 一 酸 素 系 融 体 に お け る 酸 素 量 の 測 定
( 熔 鋼 中 酸 素 の 迅 速 測 定 に 関 す る 研 究 一 Ⅱ )
三 本 木 貢 治 , 大 谷 正 康 , 大 森 康 男 , 井 上 博 文 . 鉄 と 鍋 , 5 0 , 1 9 2 3  ( 1 9 6 4 )
E n g l i s h  v e t s i o n  i n  T r a n s . 1 r o n  &  s t e e 1  1 n s t .  J a p a n , 6 , 7 6  ( 1 9 6 6 )
1 - 8  X 線 マ イ ク ロ ア ナ ラ イ ザ ー に よ る 鉄 鉱 石 類 お よ び 非 金 属 介 在 物 の 定 量 に つ V て
工 本 木 貢 治 , 大 森 康 男 , 佐 藤 史 生 : 鉄 と 鋼 , 5 2 , 1 7 0 0  ( 1 9 6 6 )
?
9 Cao・F.う0・Fe203 3 元系カルシウムフェライトの性質に関する研究
(自溶性焼結鉱の性状に関する研究一Ⅱ)
浅田実,大森康男,三本木貢治:鉄と鋼,53,207 (1967)
English version in Trans.1ron & stee1 1nst. Japan,8,245 (1986)
溶鉄中におけるアルミニウムと酸素との相互作用につして
小林啓三,大森康男,三本木貢治:鉄と鋼,53,323 (196お
鉄一珪素一酸素系への酸素濃淡電池の適用性につして
(溶鋼中酸素の迅速測定に関する研究一Ⅲ)
井上博文,三本木貢治,大谷正康,大森康男:鉄と鋼,53,752 (1967)
溶鉄中のりん一酸素間の相互作用ならびに反応
4Cao(S) 2 P + 5H20(g)= 4Cao・P.05(S)+ 5H20(g)の平衡定数にっいて
荒谷復夫,大森康男,三本木貢治.鉄と鋼,54,143 (1968)
English version in Trans.1ron & stee1 1nst. Japan,11,314 a971)
溶融鉄ーニオブ合金中の酸素の活量および溶解度につして
佐藤雄孝,鈴木健一郎,大森康男,三本木貢治.鉄と鋼,54,330 (1968)
フルゴンーカルシウム気泡による溶鉄の脱酸につし、て
小林三郎,大森康男,三本木貢治:鉄と鋼,56,998 a97山
English version in Trans.1ron & stee11nst. Japan.11,260 a97D
鉄鉱石類の還元試験方法に対する検討
嶋村鋲郎,照井敏勝,大森康男,三本木貞治:鉄と銅,56,1594 (1970)
等温固定層による酸化鉄ぺレゞトの還元プロ七スの研究
八木順・一郎,高橋礼二郎,大森康男:鉄と鋼,57,1453 a97D
English version in sci. Rep. RITU, A23,31 (1971)
酸化ぺレ,トの水素還元反応速度
高橋礼二郎,八木順・一郎,大森康男:鉄と鍋,57,1597 (1971)
English version in sd. Rep. RITU, A23,9 (197D
Process simulation of Nonisothermal Fixed Bed for Noncatalytic Reaction
J. Ya即, R. Takahashi and Y. omori: Trans.1ron & stee11nst. Japan,14,
17 (]974)
Heat and Mass Transfer in the Reduction of lron oxide peⅡet
With HydoTogen
R. Takahashi, J. Yagi and Y. olnori: Trans.1ron & stee1 1nst
Japan,14,26 (1974)
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コ ー ク ス の ソ ル ー シ , ソ ロ ス 反 応 の 化 学 反 応 速 度
小 林 三 郎 , 大 森 康 男 : 鉄 と 鋼 , 6 3 , 1 0 8 1 ( 1 9 7 8 )
ソ ル ー シ . ソ 反 応 に お け る 炭 酸 ガ ス の 有 効 拡 散 係 数
小 林 三 郎 , 大 森 康 男 : 鉄 と 鋼 , 6 4 , 1 8 7  a 9 7 8 )
融 着 充 填 層 に お け る ガ ス 流 れ と 伝 熱 の 解 析
杉 山 喬 , 八 木 順 一 郎 , 大 森 康 男 : 鉄 と 鋼 , 6 4 , 1 6 7 6  ( 1 9 7 8 )
R e d u c t i o n  o f  l r o n  o x i d e  p e 1 1 e t s  i n  M o v i n g  B e d
T .  Y a n a g i y a ,  J .  Y a g i  a n d  Y .  o m o r i : 1 r o n m a k i n g  a n d  s t e e l m a k i n g , 6 ,
9 3  a 9 7 9 )
融 着 充 填 層 に お け る 伝 熱 機 構
杉 山 喬 , 八 木 順 一 郎 , 大 森 康 男 : 鉄 と 鋼 , 6 5 , 3 4 1  a 9 7 9 )
有 限 要 素 法 に よ る 高 炉 の ガ ス 流 れ と 伝 熱 の 2 次 元 的 解 析
八 木 順 一 郎 , 武 田 幹 治 , 大 森 康 男 . 鉄 と 鋼 , 6 6 , 1 8 8 8  ( 1 9 8 の
E n g l i s h  v e r s i o n  i n  T r a n s . 1 r o n  &  s t e e 1  1 n s t .  J a p a n , 2 2 , 8 8 4 a 9 8 2 )
コ ー ク ス の プ ー ド ワ 反 応 速 度 に お よ ぼ す カ リ ウ ム の 影 饗
小 林 三 郎 , 大 森 康 男 : 鉄 と 鋼 , 6 6 , 1 7 8 1  a 9 8 0 )
コ ー ク ス の  N 2 ・ K ( g ) 混 合 ガ ス か ら の カ リ ウ ム 吸 収 速 度
小 林 三 郎 , 大 森 康 男 : 鉄 と 鋼 , 6 6 , 1 7 9 1  a 9 8 0 )
鉄 鉱 石 の ヤ ソ グ 率 , ポ ア ッ ソ ソ 比 の 測 定
浅 田 実 , 大 森 康 男 : 鉄 と 鋼 , 6 9 , 7 3 9  ( 1 9 8 3 )
焼 結 鉱 製 造 に お け る 2 層 ぺ レ 、 , ト 法 適 用 の 基 礎 的 検 討
葛 西 栄 輝 , 許 彦 斌 , 小 林 三 郎 , 大 森 康 男 : 鉄 と 鋼 , 7 0 , 5 2 0  a 9 8 4 ) .
層 空 間 率 , 見 掛 け の 粒 子 径 変 化 が 圧 損 に 与 え る 影 響 を 考 慮 し 元 焼 結 プ ロ セ ス の
数 学 的 モ デ ル
葛 西 栄 輝 , 八 木 順 一 郎 , 大 森 康 男 : 鉄 と 鋼 , 7 0 , ] 5 6 7  a 9 8 4 )
A  N e w  M e t h o d  f o r  M e a s u r i n g  A p p a r e n t  v o l u m e  o f  l r o n  o r e  p e Ⅱ e t s  i n
C o n j u n d i o n  w i t h  D e t e r m i n a t i o n  o f  t h e  s w e 1 1 i n g  l n d e x
Y .  o m o r i  a n d  E .  K a s a i :  T r a n s . 1 r o n  &  s t e e 1 1 n s t .  J a p a n , 2 4 , 7 5 1  ( 1 9 8 4 )
ア ル ミ ナ を 擬 似 鉱 石 と し た 賦 存 状 態 の 異 な る コ ー ク ス の 充 填 層 内 燃 焼 速 度
葛 西 栄 輝 , 大 森 康 男 . 鉄 と 鋼 , 7 2 , 1 5 3 7  ( 1 9 8 印
2 1
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33Wicke・KaⅡenbach 法による高温でのコークスおよび黒鉛のガス有効拡散係数
の測定
重野芳人,小林三郎,大森康男:鉄と鋼,73,453 a987)
骸晶状へヤタイトの還元過程における結晶内均一歪みの測定
浅田実,島政司,大森康男:鉄と鋼,73,453 (]987)
焼結反応に及ぼす予熱空気の利用と原料調整の影僻
田口昇,大友崇穂,田坂興,大森康男:鉄と鋼,73,1916 a987)
回転研磨盤利用によるソリューシ,ンロス反応後におけるコークスの摩耗強度
重野芳人,洪明在,大森康男:鉄と鋼,74,7釘 a988)
鉄鉱石焼結ケーキ中の空隙の構造解析
葛西栄輝, R. R. Lovel,訊T, J, Rankin,大森康男.鉄と鋼,乃,228 (1989)
En創ish version in lsu lnternational,29,635 (1989)
Immersion Treatment of sinta' into calcium Halide solution
N, Taguchi, T. otomo and Y' omori:1Su lnternational,30,281 (1990)
In situ Measurement of E丘edive Gas Diffusivity through Hematite pe11ets
during stepwise Reductions
Y. shigeno, T. sakaldbara and Y. omori: MetaⅡUrgical Trans. B,21B,67フ
a四山
Factors Governing the strength of Agglomerated Granules after sintering
E. Kasai, S. wu and Y. omori:1Su lnternational,31,]フ(199D
擬似粒子の合体現象に与える鉄鉱石性状の影響
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解 説 ・ 資 料 な ど ( 単 独 と 共 著 を 含 む )
1  溶 鋼 鋼 津 の 挙 動 に つ し て ( そ の  1 )
三 本 木 貢 治 , 大 谷 正 康 , 大 森 康 男 . 電 気 製 鋼 , 2 6 , 9 1  a 9 5 5 )
2  溶 鋼 鋼 津 の 挙 動 に つ い て ( そ の 2 )
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